
 

議

案

第

百

十

二

号 

 
 

 

港

区

立

精

神

障

害

者

地

域

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

令

和

元

年

十

一

月

二

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

立

精

神

障

害

者

地

域

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

立

精

神

障

害

者

地

域

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

条

例

（

平

成

二

十

七

年

港

区

条

例

第

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

題

名

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

 
 

 

港

区

立

精

神

障

害

者

支

援

セ

ン

タ

ー

条

例 

 

第

一

条

中

「

同

じ

。

）

」

の

下

に

「

等

」

を

加

え

、

「

地

域

生

活

支

援

事

業

」

を

「

生

活

の

支

援

、

就

労

の

支

援

等

」

に

、

「

の

地

域

で

の

自

立

し

た

生

活

を

」

を

「

等

が

地

域

に

お

い

て

自

立

し

た

日

常

生

活

及

び

社

会

生

活

を

営

む

こ

と

が

で

き

る

よ

う

」

に

、

「

港

区

立

精

神

障

害

者

地

域

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

」

を

「

港

区

立

精

神

障

害

者

支

援

セ

ン

タ

ー

」

に

改

め

る

。 

 

第

二

条

の

表

中

「

港

区

立

精

神

障

害

者

地

域

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

」

を

「

港

区

立

精

神

障

害

者

支

援

セ

ン

タ



 

ー

」

に

改

め

る

。 

 
第

三

条

第

一

号

中

「

の

う

ち

」

を

「

と

し

て

行

う

」

に

改

め

、

「

関

す

る

事

業

」

の

下

に

「

（

以

下

「

地

域

生

活

支

援

事

業

」

と

い

う

。

）

」

を

加

え

、

同

条

第

四

号

中

「

前

三

号

」

を

「

前

各

号

」

に

改

め

、

同

号

を

同

条

第

八

号

と

し

、

同

条

第

三

号

を

同

条

第

七

号

と

し

、

同

条

第

二

号

中

「

相

談

支

援

」

の

下

に

「

（

以

下

「

相

談

支

援

」

と

い

う

。

）

」

を

加

え

、

同

号

を

同

条

第

四

号

と

し

、

同

号

の

次

に

次

の

二

号

を

加

え

る

。 

 

五 

児

童

福

祉

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

百

六

十

四

号

）

第

六

条

の

二

の

二

第

七

項

に

規

定

す

る

障

害

児

相

談

支

援

（

以

下

「

障

害

児

相

談

支

援

」

と

い

う

。

） 

 

六 

社

会

生

活

へ

の

適

応

に

向

け

た

基

本

的

な

生

活

習

慣

を

身

に

付

け

る

た

め

の

生

活

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

事

業

（

以

下

「

生

活

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

事

業

」

と

い

う

。

） 

 

第

三

条

第

一

号

の

次

に

次

の

二

号

を

加

え

る

。 

 

二 

法

第

五

条

第

八

項

に

規

定

す

る

短

期

入

所

（

以

下

「

短

期

入

所

」

と

い

う

。

） 

 

三 

法

第

五

条

第

十

四

項

に

規

定

す

る

就

労

継

続

支

援

（

以

下

「

就

労

継

続

支

援

」

と

い

う

。

） 

 

第

三

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 

（

定

員

） 

第

三

条

の

二 

短

期

入

所

の

定

員

は

、

二

人

と

す

る

。 

 

第

四

条

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

（

休

業

日

） 



 

第

四

条 

セ

ン

タ

ー

の

事

業

の

休

業

日

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

た

だ

し

、

短

期

入

所

は

、

休

業

し

な

い

も

の

と

す

る

。 

 

一 
日

曜

日

及

び

土

曜

日

（

就

労

継

続

支

援

及

び

生

活

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

事

業

に

限

る

。

） 

 

二 

一

月

一

日

か

ら

同

月

三

日

ま

で

及

び

十

二

月

二

十

九

日

か

ら

同

月

三

十

一

日

ま

で 

２ 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

れ

を

変

更

し

、

又

は

臨

時

に

休

業

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

第

五

条

の

見

出

し

を

「

（

利

用

時

間

）

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

 

セ

ン

タ

ー

の

事

業

の

利

用

時

間

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

事

業

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

時

間

と

す

る

。 

 

一 

地

域

生

活

支

援

事

業

、

相

談

支

援

及

び

障

害

児

相

談

支

援 

次

の

イ

及

び

ロ

に

掲

げ

る

曜

日

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

イ

及

び

ロ

に

定

め

る

時

間 

 
 

イ 

月

曜

日

か

ら

金

曜

日

ま

で 

午

前

九

時

か

ら

午

後

八

時

ま

で 

 
 

ロ 

日

曜

日

及

び

土

曜

日 

午

前

九

時

か

ら

午

後

五

時

ま

で 

 

二 

短

期

入

所 

午

前

零

時

か

ら

午

後

十

二

時

ま

で 

 

三 

就

労

継

続

支

援 

午

前

十

時

か

ら

午

後

五

時

ま

で 

 

四 

生

活

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

事

業 

午

前

十

時

か

ら

午

後

四

時

ま

で 

 

第

五

条

第

二

項

中

「

開

館

時

間

」

を

「

利

用

時

間

」

に

改

め

る

。 



 

 

第

六

条

第

一

項

第

一

号

中

「

第

三

条

第

一

号

に

掲

げ

る

事

業

」

を

「

地

域

生

活

支

援

事

業

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

 

二 
短

期

入

所 

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者 

 
 

イ 
精

神

障

害

者

で

あ

っ

て

、

法

第

二

十

二

条

第

八

項

に

規

定

す

る

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

受

給

者

証

（

以

下

「

受

給

者

証

」

と

い

う

。

）

の

交

付

を

受

け

た

も

の 

 
 

ロ 

障

害

児

（

児

童

福

祉

法

第

四

条

第

二

項

に

規

定

す

る

障

害

児

の

う

ち

、

精

神

に

障

害

の

あ

る

児

童

に

限

る

。

ハ

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

係

る

保

護

者

（

同

法

第

六

条

に

規

定

す

る

保

護

者

を

い

う

。

第

四

号

ハ

に

お

い

て

同

じ

。

）

で

あ

っ

て

、

受

給

者

証

の

交

付

を

受

け

た

も

の 

 
 

ハ 

児

童

福

祉

法

第

二

十

一

条

の

六

の

規

定

に

よ

り

セ

ン

タ

ー

の

短

期

入

所

の

措

置

を

受

け

た

障

害

児 

 

第

六

条

第

一

項

に

次

の

四

号

を

加

え

る

。 

 

三 

就

労

継

続

支

援 

精

神

障

害

者

で

あ

っ

て

、

受

給

者

証

の

交

付

を

受

け

た

も

の 

 

四 

相

談

支

援 

次

の

イ

か

ら

ハ

ま

で

に

掲

げ

る

事

業

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

イ

か

ら

ハ

ま

で

に

定

め

る

者 

 
 

イ 

法

第

五

条

第

十

八

項

に

規

定

す

る

地

域

相

談

支

援

（

以

下

「

地

域

相

談

支

援

」

と

い

う

。

） 

法

第

五

十

一

条

の

五

第

一

項

に

規

定

す

る

地

域

相

談

支

援

給

付

決

定

を

受

け

た

者 

 
 

ロ 

法

第

五

条

第

十

八

項

に

規

定

す

る

計

画

相

談

支

援

（

以

下

「

計

画

相

談

支

援

」

と

い

う

。

） 

法

第

五

十

一

条

の

十

七

第

一

項

に

規

定

す

る

計

画

相

談

支

援

対

象

障

害

者

等 



 

 
 

ハ 

法

第

五

条

第

十

九

項

に

規

定

す

る

基

本

相

談

支

援 

区

内

に

住

所

を

有

す

る

障

害

者

（

法

第

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

障

害

者

を

い

う

。

）

及

び

障

害

児

（

児

童

福

祉

法

第

四

条

第

二

項

に

規

定

す

る

障

害

児

を

い

う

。

）

並

び

に

そ

の

保

護

者

及

び

そ

の

障

害

者

又

は

そ

の

障

害

児

の

介

護

を

行

う

者 

 

五 

障

害

児

相

談

支

援 

児

童

福

祉

法

第

二

十

四

条

の

二

十

六

第

一

項

に

規

定

す

る

障

害

児

相

談

支

援

対

象

保

護

者 

 

六 

生

活

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

事

業 

次

の

い

ず

れ

に

も

該

当

す

る

者 

 
 

イ 

区

内

に

住

所

を

有

す

る

精

神

障

害

者 

 
 

ロ 

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

者

福

祉

に

関

す

る

法

律

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

百

二

十

三

号

）

第

四

十

五

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

精

神

障

害

者

保

健

福

祉

手

帳

の

交

付

を

受

け

た

者

又

は

障

害

者

の

日

常

生

活

及

び

社

会

生

活

を

総

合

的

に

支

援

す

る

た

め

の

法

律

施

行

令

（

平

成

十

八

年

政

令

第

十

号

）

第

一

条

の

二

第

三

号

に

規

定

す

る

精

神

通

院

医

療

に

係

る

法

第

五

十

四

条

第

三

項

に

規

定

す

る

医

療

受

給

者

証

の

交

付

を

受

け

た

者 

 
 

ハ 

障

害

の

程

度

等

が

区

規

則

で

定

め

る

要

件

に

該

当

す

る

者 

 

第

七

条

中

「

第

三

条

第

一

号

の

事

業

」

を

「

地

域

生

活

支

援

事

業

」

に

改

め

、

同

条

の

次

に

次

の

三

条

を

加

え

る

。 

（

利

用

の

契

約

） 

第

七

条

の

二 

短

期

入

所

、

就

労

継

続

支

援

、

地

域

相

談

支

援

、

計

画

相

談

支

援

及

び

障

害

児

相

談

支

援

を

利



 

用

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

区

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

利

用

に

関

す

る

契

約

を

締

結

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

利

用

の

承

認

） 

第

七

条

の

三 

生

活

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

事

業

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

区

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

あ

ら

か

じ

め

区

長

に

申

請

し

、

そ

の

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

区

長

は

、

前

項

の

承

認

に

当

た

り

、

必

要

な

条

件

を

付

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

利

用

の

不

承

認

） 

第

七

条

の

四 

区

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

生

活

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

事

業

の

利

用

の

承

認

を

し

な

い

。 

 

一 

生

活

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

事

業

の

運

営

上

支

障

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

。 

 

二 

前

号

に

掲

げ

る

場

合

の

ほ

か

、

区

長

が

特

に

不

適

当

と

認

め

る

と

き

。 

 

第

八

条

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

（

利

用

料

金

） 

第

八

条 

第

七

条

の

二

の

規

定

に

よ

り

契

約

を

締

結

し

、

セ

ン

タ

ー

の

事

業

を

利

用

す

る

者

は

、

第

十

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

受

け

た

者

に

対

し

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

事

業

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

額

を

セ

ン

タ

ー

の

事

業

の

利

用

に

係

る

料

金

と

し

て

支

払

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

一 

短

期

入

所

及

び

就

労

継

続

支

援 

次

の

イ

及

び

ロ

に

掲

げ

る

費

用

の

額

の

合

計

額 



 

 
 

イ 

法

第

二

十

九

条

第

三

項

第

一

号

に

規

定

す

る

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

基

準

に

よ

り

算

定

し

た

費

用

の

額

（

そ

の

額

が

現

に

当

該

事

業

に

要

し

た

費

用

の

額

（

ロ

に

掲

げ

る

費

用

の

額

を

除

く

。

）

を

超

え

る

と

き

は

、

当

該

現

に

事

業

に

要

し

た

費

用

の

額

） 

 
 

ロ 
法

第

二

十

九

条

第

一

項

に

規

定

す

る

食

事

の

提

供

に

要

す

る

費

用

、

居

住

若

し

く

は

滞

在

に

要

す

る

費

用

そ

の

他

の

日

常

生

活

に

要

す

る

費

用

又

は

創

作

的

活

動

若

し

く

は

生

産

活

動

に

要

す

る

費

用

の

う

ち

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

費

用

の

額 

 

二 

地

域

相

談

支

援 
法

第

五

十

一

条

の

十

四

第

三

項

に

規

定

す

る

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

基

準

に

よ

り

算

定

し

た

費

用

の

額

（

そ

の

額

が

現

に

当

該

事

業

に

要

し

た

費

用

の

額

を

超

え

る

と

き

は

、

当

該

現

に

事

業

に

要

し

た

費

用

の

額

） 

 

三 

計

画

相

談

支

援 

法

第

五

十

一

条

の

十

七

第

二

項

に

規

定

す

る

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

基

準

に

よ

り

算

定

し

た

費

用

の

額

（

そ

の

額

が

現

に

当

該

事

業

に

要

し

た

費

用

の

額

を

超

え

る

と

き

は

、

当

該

現

に

事

業

に

要

し

た

費

用

の

額

） 

 

四 

障

害

児

相

談

支

援 

児

童

福

祉

法

第

二

十

四

条

の

二

十

六

第

二

項

に

規

定

す

る

厚

生

労

働

大

臣

が

定

め

る

基

準

に

よ

り

算

定

し

た

費

用

の

額

（

そ

の

額

が

現

に

当

該

事

業

に

要

し

た

費

用

の

額

を

超

え

る

と

き

は 

当

該

現

に

事

業

に

要

し

た

費

用

の

額

） 

２ 

前

項

各

号

に

掲

げ

る

事

業

以

外

の

セ

ン

タ

ー

の

事

業

は

、

無

料

と

す

る

。 

 

第

十

条

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

、 



 

（

利

用

承

認

の

取

消

し

等

） 
第

十

条 

区

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

第

七

条

の

三

の

規

定

に

よ

る

利

用

の

承

認

を

取

り

消

し

、

又

は

利

用

を

制

限

し

、

若

し

く

は

停

止

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

一 

利

用

の

目

的

又

は

利

用

の

条

件

に

違

反

し

た

と

き

。 

 

二 

こ

の

条

例

若

し

く

は

こ

れ

に

基

づ

く

規

則

に

違

反

し

、

又

は

区

長

の

指

示

に

従

わ

な

い

と

き

。 

 

三 

生

活

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

事

業

の

利

用

に

係

る

要

件

に

該

当

し

な

く

な

っ

た

と

き

。 

 

四 

災

害

そ

の

他

の

事

故

に

よ

り

、

生

活

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

事

業

の

利

用

が

で

き

な

く

な

っ

た

と

き

。 

 

五 

工

事

そ

の

他

の

都

合

に

よ

り

、

区

長

が

特

に

必

要

と

認

め

る

と

き

。 

 

第

十

二

条

第

一

号

中

「

業

務

」

の

下

に

「

（

利

用

の

承

認

に

係

る

も

の

を

除

く

。

）

」

を

加

え

る

。 

 
 

 

付 

則 

 

こ

の

条

例

は

、

区

規

則

で

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

説 

明

） 

 

港

区

立

精

神

障

害

者

地

域

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

の

改

築

に

合

わ

せ

て

、

事

業

を

拡

充

す

る

と

と

も

に

、

施

設

の

名

称

を

変

更

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 


